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学校教育目標 「自分の花を咲かせよう」

～ やさしく、ひたむきに、学び合う生徒の育成 ～

これまで山田中学校を支えてくださった保護者の皆様、地域の皆様、そして生徒の皆さ

ん、本当にありがとうございました。山田中最後の生徒となった27名の皆さん、山田中学

校は閉校しますが、山中の魂は永遠です。皆さんの新天地での活躍をお祈りいたします。

今までありがとうございました。



山田中学校で過ごした2年間は、私にとって

かけがえのない時間となりました。授業で紹介

した英語の歌を、リズムにのって笑顔で歌う皆

さんの姿を見るたびに、私のほうが大きな力を

もらっていました。山田中での経験を胸に、こ

れからも頑張っていきたいと思います。生徒の

皆さん、保護者の皆様、そして山田中学校に関

わるすべての皆様、本当にありがとうございま

した。

１･2年主任 藤原十四子

山田中学校は本当に「居心地のよい学校」で

した。また、そこにはいつも生き生きして活躍

する生徒の姿がありました。そんな素晴らしい

山田中学校の最後に立ち会えたことは、私にと

って幸運なことでしたし、お世話になった全て

の方々にも感謝の気持ちでいっぱいです

自分の心の中でずっと山田中学校は生き続け

ます。本当にありがとう…。

3年主任 髙橋 悟

２年間お世話になりました。生徒の笑顔と歌

声の響く学校で暮らすことができ、大変思い出

に残る２年間でした。お互いに新しい場所での

生活に変わりますが、みんな健康で長生きして

ください。自分も体に気をつけて、がんばりた

いと思います。ありがとうございました。

教務主任 佐々木敏幸

「終わりは始まり」 そんな言葉を耳にした——

ことがある人も多いのではないでしょうか。山
田中の閉校は、子どもたちにとっても、我々大
人にとっても、そして山田地区にとっても新た
なスタートです。新たな地で、山田中での財産
を胸に、経験を糧に、さらに最高のものを創り
上げていくこと。それこそが、山田中への最大
の恩返しであると私は思います。終わりから得
たものを始まりにつなげることで、人生は豊か
になる。だから山田中は、私たちの心の中で生
き続けます。ありがとう、山田中学校。

教育専門監 石垣 修



去年の4月に赴任してきて、閉校になる年
に山田中学校で仕事ができたことが職員とし
て、また卒業生としてありがたかったです。
本当に、ありがとうございました。

校務員 小西 明




